
書
評

故
小
島
孝
三
郎
著

「
現
代
文
学
と
オ
ノ
マ
ト
．
こ
の
紹
介

長
田
久
男

こ
の
著
書
紹
介
を
光
栄
と
し
な
が
ら
も
、
著
者
い
る
。
小
島
さ
ん
に
は
、
そ
の
先
が
す
で
に
見
え

の
生
前
で
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
小
島
さ
ん
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
「
オ
ノ
マ
ト
。
へ
研
究
」
の
全
貌
を
紹
介
す
る
力
著
者
は
、
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
用
法
に
三
つ
の
段
階

は
な
い
け
れ
ど
も
、
生
前
親
し
く
し
て
い
た
友
人
を
認
め
る
。
①
信
号
的
用
法
（
一
次
オ
ノ
マ
ト
・
へ
）

の
一
人
と
し
て
こ
の
小
文
を
し
た
た
め
る
。
②
記
号
的
用
法
三
次
オ
ノ
マ
ト
。
へ
）
③
象
徴
的

本
書
は
、
著
者
生
前
自
ら
撰
び
編
集
し
た
論
文
用
法
（
三
次
オ
ノ
マ
ト
・
へ
）
の
三
つ
で
あ
る
。
第
三

集
で
あ
る
（
巻
末
小
記
に
よ
る
）
。
論
文
目
録
に
よ
る
段
階
の
オ
ノ
マ
ト
。
へ
の
象
徴
的
用
法
に
著
者
は
最

と
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
て
発
も
関
心
を
持
ち
、
具
体
的
に
は
そ
れ
を
研
究
の
中

表
し
た
の
は
昭
和
恥
年
で
あ
る
。
小
島
さ
ん
は
、
心
と
し
て
い
る
。
本
書
の
全
体
を
貫
い
て
い
る
も

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
加
年
余
り
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
研
究
の
は
、
オ
ノ
マ
ト
。
へ
の
象
徴
的
用
法
に
つ
い
て
の

を
続
け
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
集
は
、
実
証
的
解
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
研
究
は
、

そ
の
中
の
後
半
の
昭
和
師
年
以
後
の
論
文
の
中
か
そ
こ
で
止
ま
ら
な
い
。

ら
、
篇
を
撰
ん
で
一
言
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ノ
マ
ト
。
へ
↑
の
象
徴
的
用
法
は
、
作
者
の
内
面

「
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
研
究
序
説
」
と
い
う
書
名
に
、
的
情
緒
を
暗
示
的
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

小
島
さ
ん
が
執
着
し
て
お
ら
れ
た
の
は
、
「
こ
れ
…
…
詩
人
作
家
の
創
造
的
精
神
が
、
オ
ノ
マ
ト

が
ま
さ
に
序
説
で
あ
る
こ
と
」
そ
し
て
「
こ
の
先
・
へ
の
造
型
に
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
点
が
問
題

が
す
で
に
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
」
を
意
味
し
て
と
な
る
ロ

．
『
現
代
文
学
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
』
の
紹
介

い
や
の
里

’

’

’対
象
ｌ
↓
オ
ノ
マ
ト
・
へ
↑
ｌ
情
緒

の
図
式
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

対
象
へ
の
密
着
と
作
者
の
情
調
と
が
オ
ノ
マ
ト

・
ヘ
を
接
点
と
し
て
表
現
さ
れ
る
際
、
こ
れ
が
作

者
の
個
性
的
表
現
様
式
と
関
わ
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。
（
七
○
頁
）

と
し
て
、
「
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
様
式
論
」
の
樹
立
に
、

非
常
な
情
熱
を
か
た
む
け
そ
れ
を
志
向
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

著
者
は
、
そ
の
「
序
」
で
、

こ
れ
ま
で
オ
ノ
マ
ト
・
ヘ
に
対
す
る
研
究
は
、
国

語
学
界
で
は
余
り
稔
ら
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
従

っ
て
、
詩
語
、
文
学
語
と
し
て
の
オ
ノ
マ
ト
・
へ

の
効
用
な
ど
に
は
殆
ど
目
を
く
れ
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
研
究
者
が
〈
科
学
〉
の
領
域
を
わ

き
ま
え
て
い
て
、
言
語
の
意
味
を
文
学
作
品
そ

の
も
の
の
中
に
位
置
づ
け
て
捉
え
る
態
度
に
欠

け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
（
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
以
来

「
・
〈
ロ
ー
ル
」
の
研
究
を
棚
上
げ
し
て
い
る
か
に

見
え
る
国
語
学
界
に
対
し
て
、
本
書
は
、
パ
ロ
ー

ル
の
研
究
と
し
て
の
「
オ
ノ
マ
ト
・
へ
研
究
」
の
位

置
づ
け
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
・

五
五
．

通



本
書
は
、
３
篇
、
章
（
三
四
五
頁
）
か
ら
な
る
。

章
を
追
う
て
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

第
一
篇
オ
ノ
マ
ト
。
へ
研
究
序
説
（
約
一
四
○
頁
）

第
一
章
オ
ノ
マ
ト
。
へ
研
究
序
説

第
二
章
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
象
徴
的
用
法

第
三
章
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
様
式
㈹

第
四
章
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
様
式
目

第
一
章
で
は
、
オ
ノ
マ
ト
・
ヘ
に
関
し
て
従
来
取

り
あ
げ
ら
れ
た
諸
問
題
、
す
な
わ
ち
、
語
原
的
研

究
、
共
時
論
的
研
究
、
音
声
心
理
学
的
研
究
、
記

号
的
性
能
と
暗
示
的
性
能
に
つ
い
て
の
研
究
、
模

写
象
徴
説
な
ど
を
概
観
し
て
著
者
の
目
ざ
す
オ
ノ

マ
ト
・
へ
研
究
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ

れ
を
受
け
て
第
二
章
で
は
、
著
者
が
最
も
関
心
を

持
つ
中
心
課
題
、
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
象
徴
的
用
法
を

取
り
あ
げ
て
い
る
。
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
信
号
的
用
法
、

記
号
的
用
法
、
象
徴
的
用
法
の
解
説
で
は
い
ず
れ

も
豊
富
な
用
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
信
号
的
用
法

の
解
説
で
、
著
者
は
、
長
女
令
子
さ
ん
の
生
後
一

年
目
ご
ろ
の
オ
ノ
マ
ト
。
へ
の
用
例
を
あ
げ
て
い
る
。

「
巻
末
小
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
本
の
校
正
に
は
、

主
に
ご
遺
族
の
方
が
あ
た
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の

部
分
の
校
正
を
な
さ
っ
た
で
あ
ろ
う
長
女
令
子
さ

、
お

ん
の
ご
心
情
と
若
き
日
の
故
人
を
思
う
こ
と
切
で

一
拾
》
づ
（
匂
。

さ
て
、
第
三
章
で
は
、
は
じ
め
に
「
様
式
」
の

概
念
を
述
べ
、
次
に
、
三
好
達
治
の
詩
「
横
笛
」

で
オ
ノ
マ
ト
・
へ
「
ひ
ょ
う
」
を
「
ひ
よ
る
」
と
編

集
者
が
ま
ち
が
っ
た
誤
植
事
件
を
例
に
し
て
彼
の

詩
が
写
実
的
な
「
ひ
よ
る
」
で
な
く
て
、
象
徴
的

な
「
ひ
ょ
う
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
オ
ノ
↓
、
ト

・
へ
表
現
の
必
然
性
を
証
明
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
オ
ノ
マ
ト
。
へ
の
「
音
楽
的
象
徴
」

か
ら
「
心
象
的
象
徴
」
へ
と
大
き
な
転
換
を
遂
げ

る
い
わ
ば
過
渡
的
な
詩
人
の
一
人
と
し
て
宮
沢
賢

治
の
場
合
を
例
に
し
て
い
る
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
使
用

の
数
量
的
処
理
を
も
併
用
し
な
が
ら
オ
ノ
マ
ト
。
ヘ

を
中
心
と
し
た
文
体
論
的
解
明
で
あ
る
。

著
者
は
、
オ
ノ
マ
ト
・
へ
象
徴
化
の
必
要
条
件
を

四
つ
あ
げ
る
。

条
件
Ｉ
所
与
の
聴
覚
印
象
の
表
現
は
、
作
者
が

既
に
自
己
の
内
に
も
っ
て
い
る
情
感
、
ま
た
は

そ
の
印
象
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
情
感
と
の
関

、
、
、
、
Ｌ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

連
上
、
ど
う
し
て
も
オ
ノ
マ
ト
。
へ
に
よ
ら
な
け

、
、
、
、
、
、

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

条
件
Ⅱ
そ
の
表
現
は
、
そ
の
場
合
、
ど
う
し
て

'

五
六

も
そ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

‐
〆
」
Ｑ

条
件
Ⅲ
そ
の
オ
ノ
マ
ト
。
へ
は
、
そ
の
文
章
で
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

構
文
及
び
構
想
上
、
ど
う
し
て
も
そ
の
位
置
で

、
、
、
、
、
、
、
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

条
件
Ⅳ
そ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
を
含
む
文
章
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
一
語
を
取
り
除
く
と
、
表
現
価
値
を
低
下

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
、
文
体
の
ぶ
ち
こ
わ
し
に
な
る
こ
と
。

こ
の
条
件
に
基
づ
い
て
分
析
し
て
い
る
の
が
、
著

者
の
方
法
で
あ
る
。

第
一
篇
に
お
い
て
示
し
た
研
究
方
向
・
態
度
・

方
法
に
よ
っ
て
現
代
詩
歌
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が
第
二
篇
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
代
小
説

を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
第
三
篇
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
各
論
の
「
そ
の
一
」
が
第
二
篇
で
あ
り
、

各
論
の
「
そ
の
二
」
が
第
三
篇
と
い
う
構
成
で
あ

る
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

第
二
篇
現
代
詩
歌
と
オ
ノ
マ
ト
。
へ
（
一
二
八
頁
）

第
一
章
現
代
詩
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
。
へ
象
徴

化

第
二
章
現
代
詩
歌
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
。
へ
㈲

第
三
章
現
代
詩
歌
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ベ
目

第
三
篇
現
代
小
説
と
オ
ノ
マ
ト
。
へ
（
五
七
頁
）

噂

七

／



第
一
章
三
島
由
起
夫
「
金
閣
寺
」

第
二
章
深
沢
七
郎
「
楢
山
節
考
」
「
東
北
の

神
武
た
ち
」

第
三
章
太
宰
治
「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」

著
者
の
文
章
構
成
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
も
極

て
論
理
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
各
章
に
は
「
は
じ

め
に
」
が
あ
り
「
論
証
」
が
あ
り
「
ま
と
め
」
が

あ
る
の
で
、
読
者
は
理
解
し
や
す
い
。

第
二
篇
、
第
一
章
で
は
、
方
法
論
の
論
述
に
重

点
を
お
き
、
第
二
章
で
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
短
歌
の
歴
史
の
中
で
オ
ノ
マ
ト
。
へ
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
か
、
オ
ノ
マ
ト
・
へ
の
ど
の
よ
う

な
性
格
を
生
か
し
て
い
る
か
を
述
零
へ
て
い
る
。
そ

れ
を
詩
の
上
で
見
た
の
が
第
三
草
で
あ
る
。
さ
ら

に
第
三
章
で
は
、
明
治
大
正
詩
史
の
中
で
、
オ
ノ

マ
ト
・
ヘ
が
時
代
の
文
学
思
潮
・
文
学
上
の
主
義
・

流
派
の
傾
向
な
り
を
越
え
て
、
詩
人
の
個
性
的
様

式
と
し
て
ど
の
よ
う
に
象
徴
化
を
達
成
し
て
い
る

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
白
秋
と
朔
太
郎
の
場
合

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

第
三
篇
の
小
説
の
場
合
、
第
一
章
で
は
、
三
島

由
紀
夫
の
作
品
「
金
閣
寺
」
を
オ
ノ
マ
ト
・
ヘ
を
通

し
て
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
オ
ノ
マ
ト
。
へ

『
現
代
文
学
と
オ
ノ
マ
ト
・
へ
』
の
紹
介

ｃ
菅
●
Ｐ

の
脈
榑
を
計
っ
て
三
島
の
文
体
を
診
断
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
」
（
二
八
五
頁
）
と
著
者
は
言
う
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
三
島
の
オ
ノ
マ
ト
・
へ
観
を
紹
介

し
、
次
に
作
品
「
金
閣
寺
」
の
中
で
使
わ
れ
て
い

る
オ
ノ
マ
ト
・
ヘ
が
極
め
て
少
な
く
、
厳
選
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
、
へ
、
最
後
に
オ
ノ
マ
ト
・
ヘ

に
よ
る
表
現
の
必
然
性
を
解
明
し
て
い
る
。

第
二
章
の
深
沢
七
郎
の
「
楢
山
節
考
」
と
「
東

北
の
神
武
た
ち
」
に
つ
い
て
は
、

深
沢
の
用
い
る
オ
ノ
一
、
ト
。
へ
は
、
〈
ガ
ー
ン
〉

に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
ゴ

ロ
ゴ
ロ
〉
に
し
て
も
、
〈
ピ
ク
ピ
ク
〉
〈
ガ

ク
ガ
ク
〉
に
し
も
、
い
ず
れ
も
月
並
で
、
ど

こ
と
い
っ
て
取
り
柄
の
な
い
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
や
や
粗
雑
に
も
見
え
る
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
オ
ノ
マ
ト
ペ

を
括
然
と
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
こ
そ
、
〈
民
話
的
な
ム
ー
ド
の
形
象
化
〉

の
一
面
で
あ
り
、
そ
れ
が
又
彼
の
文
体
ら
し

き
も
の
と
も
言
い
得
る
。
強
い
て
言
う
な
ら

ば
、
彼
は
こ
の
種
の
単
純
な
オ
ノ
マ
ト
。
へ
の

中
に
美
を
鞘
晦
す
る
技
巧
を
心
得
て
い
る
か

に
見
う
け
ら
れ
る
。

と
解
釈
し
て
い
る
。

第
三
章
の
大
宰
治
「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」
に
つ
い

て
は
、
「
こ
の
作
品
の
す
べ
は
て
〈
ト
カ
ト
ン
ト

ン
〉
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」

（
三
三
七
頁
）
と
述
べ
、

作
者
は
こ
の
作
品
を
通
じ
て
、
戦
後
の
平
和

や
自
由
の
何
た
る
か
を
皮
肉
っ
て
い
る
。
世

の
す
べ
て
の
秩
序
に
背
を
む
け
、
そ
の
無
秩

序
を
潮
っ
て
い
る
。
ｌ
そ
う
し
た
態
度
が

こ
の
〈
ト
カ
ト
ン
ト
ン
〉
の
お
ど
け
た
よ
う

な
、
ふ
ざ
け
た
よ
う
な
、
冷
笑
す
る
よ
う
な

韻
き
と
な
っ
て
い
る
。

と
結
ん
で
い
る
。

本
書
は
、
論
文
集
と
は
い
い
な
が
ら
も
最
初
か

ら
一
つ
の
構
想
に
基
づ
い
て
一
続
き
に
書
か
れ
た

著
書
と
同
じ
く
大
系
を
持
っ
て
い
る
。
著
者
の

「
政
」
に
よ
る
と
、
「
出
版
に
当
っ
て
か
な
り
補

正
を
加
え
た
」
（
三
四
○
頁
）
と
あ
る
。
補
正
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

十
年
余
り
の
間
に
発
表
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
論
文

が
、
一
つ
の
大
系
の
も
と
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と

い
う
著
者
の
構
想
力
で
あ
る
。
国
崎
望
久
太
郎
先

生
の
「
巻
末
小
記
」
に
あ
る
（
三
四
四
頁
）
「
卓
越

五
七

．
＄
■
『



し
た
頭
脳
と
柔
軟
な
感
性
に
恵
ま
れ
た
著
者
」
に

深
く
思
い
あ
た
る
の
で
あ
る
。
本
書
が
、
著
者
の

恩
師
国
崎
先
生
を
中
心
と
す
る
立
命
館
大
学
の
諸

先
生
の
御
高
配
と
関
係
者
の
御
尽
力
と
に
よ
っ
て

短
日
時
の
う
ち
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
、
御
遺
族

と
と
も
に
私
も
深
く
感
謝
し
、
こ
の
害
の
紹
介
を

終
る
６
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
刊
Ａ
５
版

三
四
五
頁
二
八
○
○
円
桜
楓
社
）

ｌ
昭
和
三
七
年
院
修
了
岡
山
大
学
助
教
授
Ｉ

も
の

本
会
へ
の
入
会
申
込
・
会
費
の
払
込
は
す
ぺ

て
左
記
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。
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